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９９万円

令和４年度

１９万円
６３万円

１７万円
合　　　　計

医療給付費分

介護納付金分
後期高齢者支援金等分

区　　　　分

12月定例会での

議 案 審 議

12月定例会に先立って開催された議場コンサートで、
一居さんと尾島さんが演奏に使用したフルートは、
「MURAMATSU」の名称で、世界中で愛用されて
いるムラマツフルート。所沢市が誇る㈱村松フルート
製作所は創業100周年を迎えます。

【会期】12/2 ～ 12/21（20日間）
【市長提出議案】 補正予算 6
 条例改正 9
 指定管理者の指定 1
 財産取得 1
 訴えの提起 1
 市道認定・廃止 11
 人事関係 7
【請願】  2
【議員提出議案】  1

市長提出議案のおもな

医療給付費分にかかる賦課限度額を63万円から65万円に、後期高齢者支援金等分を19万円から20万円
に引き上げ、1世帯当たりの賦課限度額を102万円にします。（※介護納付金分は17万円に据え置き）

事業概要事業概要

国民健康保険税の賦課限度額が変わります
（問合せ：国民健康保険課　04-2998-9131）

議案第85号　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

問

答 高額所得者に対しては賦課限度額が設定されており、低所得者に対しては7割、5割、2割という軽減措置があり
ます。中間所得者に対しては、そうした措置がありませんが、高額所得者の賦課限度額を増額することで、中間所
得者への負担に配慮した保険税の設定が可能になります。

今回の改正で低所得者への負担軽減には配慮したのか。

Made  in  Tokorozawa
＼ 世 界 で 輝 く ／

お じまいち い

⬆
ムラマツフルート

のHP

＋３万円１０２万円

令和５年度
６５万円
２０万円
１７万円 据え置き

＋１万円

増　　減
＋２万円

【改正内容】

○国民健康保険では、高額所得者であっても保険税の賦課限度額までしか負担しない仕組みとなっています。
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問

答 登録された個人情報は、市のセキュリティポリシーに基づき、LINE本体ではなく別のシステムで厳格、厳重に
管理します。個人情報の保護に万全を尽くしていきます。

個人情報はどのように管理するのか。

子育て家庭を応援するため、クオカードペイを支給します。

○対　象：平成16年4月2日から平成19年4月1日までに生まれた方
　　　　　（令和4年11月30日に本市の住民基本台帳に登録がある方）
○内　容：1人当たりクオカードペイ　20,000円分
○見込数：約8,700人

子育て家庭応援事業 事業費：8億5,050万7千円

高校生世代がいる家庭にクオカードペイを支給します。申請時にはLINEアプリに登録してもらい、高校生世代の現状把握や
情報発信に活用します。

若者応援事業（16歳から18歳の未来へ） 事業費：1億8,300万6千円

○対　象：平成19年4月2日以降に生まれた①②のどちらかに該当する方
　　　　　①令和4年11月30日に本市の住民基本台帳に登録がある方
　　　　　②令和4年12月1日から12月31日までに生まれ、
　　　　　　出生により本市の住民基本台帳に登録がある方
○見込数：約41,000人
○内　容：1人当たりクオカードペイ　20,000円分

物価高騰の影響を受けている子育て家庭を応援
（問合せ：こども政策課　04-2998-9415）

議案第73号　令和4年度所沢市一般会計補正予算（第7号）

〈スケジュール〉
令和5年1月：申請案内の発送
令和5年2月：申請受付、審査
令和5年3月頃：クオカードペイの発送

〈スケジュール〉
令和5年2月頃：クオカードペイの発送

問

答 総務省による家計調査で、直近2カ月の食料費や被服費などの家庭消費額を基に設定しました。

1人当たり2万円分とした理由は。
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第 205 号

議員提出議案

議員提出議案第8号

　昨今の離婚の増加に伴い、双方の合意形成や認識に齟齬があることを理由に、離婚が成立するまで
に時間を要するケースが見受けられます。
　特にDV（ドメスティック・バイオレンス）を理由とする場合は、被害者と加害者側の言い分のみで
は正確な状況を把握できないケースもあり、特に加害者がDVをしたことに対する認識がない、または
本当は認識していても裁判等でも認めないこともあります。
　そうした中で、DVが発生した当初に警察に通報したことにより、発生時の客観的な状況証拠を把握
しているケースもあります。裁判等でそうした認識の齟齬を解消するために、埼玉県警察本部に被害
者や加害者が埼玉県個人情報保護条例に基づき、個人情報の開示を求めるケースも増加しています。
同条例では「開示決定等は開示請求があった日から15日以内にしなければならない」と規定していま
すが、埼玉県警察本部では、ここ数年で開示が延長される事例が著しく増加傾向にあります。
　埼玉県警察本部においては、裁判等の証拠等のために開示請求された個人情報が、埼玉県個人情報
保護条例に規定されている開示請求から15日以内に対応できるよう体制の整備を検討することを求め
ます。

埼玉県警察本部が保有する個人情報の開示ができるよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　体制整備の検討を求める意見書について

意見書の全文は「議員提出議案」をご覧ください　➡

人事関係

議案第102号　　　教育委員会委員任命の同意を求めることについて
 清　水　国　明　さん（山口県／新任）

教育委員会委員の任命に同意

議案第103号　　　固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて
 武　藤　一　也　さん（北秋津／再任）

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意

諮問第7号～諮問第11号
　　　　　　　　　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
　　　赤　坂　　　悦　さん（下安松／再任）　　　小　暮　実佐三　さん（北野南／再任）
　　　北　田　憲　一　さん（上新井／再任）　　　越阪部　　　眞　さん（牛沼／再任）
　　　西　島　真　明　さん（若狭／新任）

人権擁護委員の推薦に同意

そ　ご

し みず くに あき

む とう かず や

あか さか えつ

きた だ けん いち

にし じま まさ あき

こ ぐれ みさま

お さか べ まこと
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令和 5年（2023年）2月15日

反対反対【討論】議案に “賛成・　　”

国が定めた法定賦課限度額に合
わせるための改正であり、公平
性が担保される。高額所得者に
負担能力に応じた保険税負担を
求めることは、やむを得ない。

国の制度なのでやむなく賛成す
るが、国民健康保険会計への財
政支援の充実と、国民健康保険
税の賦課限度額や所得の上限の
見直しを求める。

低所得者への配慮はされている
が、引上げ対象は1,499世帯、
影響額は3,200万円となる。
上限賦課限度額の基準を所得に
見合ったものに改正し、本来の
公平性を図ることを求める。

入沢議員 石本議員 平井議員

賛成します 賛成します 反対します

入沢議員 賛成 石本議員 賛成 平井議員 反対

●議案第85号
　所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について

経済情勢や民間企業の動向を踏まえ、物価高騰の状
況下であることから、常勤の特別職や議員の期末手
当を引き上げることは、適切である。

物価高騰により、生活が大変な職員の期末手当の引
上げには賛成だが、議員の期末手当の引上げは、市
民の理解が得られないため、反対する。

入沢議員 賛成 平井議員 反対

●議案第83号
　所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の
　給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について

個人情報の取扱いを、官民を通した共通のルール化
を進めるもので、個人情報保護の運営は引き続き自
治体の責任で行われる。
共通化によるメリットは大きく、賛成する。

入沢議員 賛成 平井議員 反対

●議案第79号
　所沢市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について

※討論の様子はコチラを　➡　ご覧ください

全国の自治体が培ってきた個人情報保護条例を廃止
し、国に一括して共通のルールと法解釈を一元化す
るもので、地方自治の根幹を揺るがす大問題であ
り、認められない。

つちか
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第 205 号

議案番号 議　案　件　名 付託委員会 結　　果
 認定第１号 令和3年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について
 認定第２号 令和3年度所沢市交通災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第３号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第４号 令和3年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第５号 令和3年度所沢市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第６号 令和3年度所沢市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第７号 令和3年度所沢市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について
 認定第８号 令和3年度所沢市水道事業決算の認定について
 認定第９号 令和3年度所沢市下水道事業決算の認定について
 認定第10号 令和3年度所沢市病院事業決算の認定について

反対

決算認定（10件）

認定第１号

長
岡　
恵
子

石
本　
亮
三

島
田　
一
隆

末
吉
美
帆
子

天
野　
　
敦

入
沢　
　
豊

大
石　
健
一

石
原　
　
昂

佐
野　
允
彦

平
井　
明
美

小
林　
澄
子

城
下　
師
子

矢
作
い
づ
み

越
阪
部
征
衛

松
本　
明
信

中　
　
毅
志

青
木　
利
幸

粕
谷
不
二
夫

村
上　
　
浩

福
原　
浩
昭

西
沢　
一
郎

亀
山　
恭
子

川
辺　
浩
直

植
竹　
成
年

秋
田　
　
孝

中
村　
　
太

浅
野
美
恵
子

大
舘　
隆
行

谷
口　
雅
典

杉
田　
忠
彦

荻
野　
泰
男

市民クラブ未来

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 ところざわ
市民会議

立
憲
民
主
党

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○○

○ （
欠
席
）

（
議
長
）

日本共産党 自由民主党・
無所属の会

× × × × × ×
認定第５号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ × × × ×
認定第６号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ × × × ×
認定第７号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ × × × ×

認定第1号～認定第10号
　　令和3年度所沢市一般会計・特別会計・事業会計決算の認定

決算特別委員会で集中審査

※討論の様子はコチラ　➡

認定第1号　令和3年度所沢市一般会計歳入歳出決算の認定について【討論】決算に “賛成・　　”
一般廃棄物減量資源化方策支援業務委託料については、市民の協力や環境への関心の高まり
で廃棄物は減少傾向が続いている。ごみの有料化となれば、市民の負担が増え、SDGsに逆
行し、必ずしもごみ減量化に結びつくとは考えられない。東部・西部クリーンセンター長期
包括業務委託については、直営から委託になることで、現場の状況が把握しにくくなる。

反対 所沢カルチャーパーク築造事業の予算費用のうち、子どもたちが遊ぶ大型遊具のクライミ
ングネット設置費用の予算を削減すべきという修正案が可決され、4,000万円の減額と
なった。子どもたちを思いきり遊具で遊ばせたかったという思いから、令和3年度当初予
算の原案に賛成した立場として、減額修正された予算に対する決算には反対する。

賛成 令和3年度普通会計決算の総括表では、経常収支比率が90％と令和2年度の95％から大き
く改善している。また、実質公債費比率もわずか3.9％となっており、債務は減少し、多
くの基金の積立残高が増加していることから、予算執行の中で財政構造が改善しているこ
とを評価する。

認定する決算特別

反対反対

矢作議員

石原議員

粕谷議員



ところざわ市議会だより

7

令和 5年（2023年）2月15日

議案番号 議　案　件　名 付託委員会

予　　算

総務経済

建設環境
可　　決

同意する―

結　　果

番　　号 件　　　　　　名 結　　果

原案可決

市民文教

健康福祉
市民文教
建設環境
総務経済
市民文教

不 採 択
審査未了

令和4年12月定例会　審議結果

 第 7 3 号 令和4年度所沢市一般会計補正予算（第7号）
 第 7 4 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業狭山ケ丘土地区画整理特別会計補正予算（第2号）  
 第 7 5 号 令和4年度所沢市所沢都市計画事業所沢駅西口土地区画整理特別会計補正予算（第1号）  
 第 7 6 号 令和4年度所沢市水道事業会計補正予算（第3号）  
 第 7 7 号 令和4年度所沢市下水道事業会計補正予算（第1号）  
 第 7 8 号 令和4年度所沢市病院事業会計補正予算（第3号）  
 第 7 9 号 所沢市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について 
 第 8 0 号 所沢市議会の議員及び所沢市長の選挙における選挙運動用自動車の使用等の公営に関する条例の  一部を改正する条例制定について 
 第 8 1 号 所沢市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例制定について  
 第 8 2 号 所沢市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例等の一部を改正する等の条例制定について  
 第 8 3 号 所沢市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例及び所沢市常勤の特別職の職員の給与  等に関する条例の一部を改正する条例制定について  
 第 8 4 号 所沢市一般職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例制定について  
 第 8 5 号 所沢市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について 
 第 8 6 号 所沢市手数料条例の一部を改正する条例制定について 
 第 8 7 号 所沢市建築・開発関係手数料条例の一部を改正する条例制定について 
 第 8 8 号 所沢市寿町駐車場の指定管理者の指定について
 第 8 9 号 住民異動受付支援システム用機器の取得について 
 第 9 0 号 訴えの提起について 
 第 9 1 号
 ～ 市道路線の認定について
 第 9 6 号  
 第 9 7 号
 ～ 市道路線の廃止について
 第 1 0 1 号   
 第 1 0 2 号 教育委員会委員任命の同意を求めることについて
 第 1 0 3 号 固定資産評価審査委員会委員選任の同意を求めることについて  
 諮問第7号
 ～ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
 諮問第11号

 第 4 号 介護認定調査の委託料の統一を検討願いたき件 
 第 5 号 防衛費（軍事費）2倍化反対、社会保障の拡充を求める意見書の提出を求める請願

議案番号 件　　　　　　名 結　　果
原案可決 第 8 号 埼玉県警察本部が保有する個人情報の開示ができるよう体制整備の検討を求める意見書について

徹底
審議

市長提出議案（36件）

請　　　願（2件）

議員提出議案（1件）

第 7 9 号
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山　
恭
子

川
辺　
浩
直

植
竹　
成
年

秋
田　
　
孝

中
村　
　
太

浅
野
美
恵
子

大
舘　
隆
行

谷
口　
雅
典

杉
田　
忠
彦

荻
野　
泰
男

市民クラブ未来

議案番号

至誠自民クラブ 公明党 ところざわ
市民会議

立
憲
民
主
党

議員別賛否一覧 議案に対する、各議員の賛否を表示しています。 賛成：○　　反対：×　　－：採決に加わらず

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○
○ ○ ○ ○○
○

○
○
○ ○ ○ ○○

○ （
欠
席
）

（欠席）

（
議
長
）

日本共産党 自由民主党・
無所属の会

× × × ×
第 8 3 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○

○○
○ × × × ×

第 8 5 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成12票、反対15票、白票2票（無記名投票による）
賛成18票、反対 7 票、白票1票（無記名投票による）

○ ○ ○○○ × × × ×
－ － － －

請願第４号

※審査未了………会議に上程された議案や請願等が会期中に議決されなかったときは、次の会議に持ち越さないことが地方自治法第119条に規定されています。
　　　　　　　　請願第5号は議決に至らず審査未了となりました。

第 102 号
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第 205 号

自由民主党・
無所属の会
入沢　豊

市民クラブ
未来

粕谷不二夫

日本共産党
城下　師子

至誠自民
クラブ
中村　太

議
員
が
自
身
の
政
策
提
案
も
含
め
て
、
市
に

対
し
て
考
え
を
聞
く
の
が
一
般
質
問
で
す
。

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
内
容
が
き
っ
と

あ
り
ま
す
。

※
各
議
員
の
1
項
目
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
す
べ
て
の

質
問
項
目
や
動
画
は
、市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

議
員
が
聞
い
た
！

一
般
質
問

⬆動画はコチラ

環境省が環境調査研修所（所沢市並木）のほか数か所で計画しているもので、各施設の芝生広場や花壇、駐車場などに放射性セシウム
濃度が1キロ当たり8千ベクレル以下の除去土壌を埋設し、安全性等を確認するものです。

と
み
お
か
荘（
老
人
憩
の
家
）の

　
空
調
設
備
の
修
繕
を

Ｑ
と
み
お
か
荘
の
利
用
者

か
ら
、
空
調
設
備
が
壊
れ
て

い
る
と
の
相
談
が
あ
っ
た
。

大
規
模
な
修
繕
と
な
り
、
多

額
の
費
用
も
か
か
る
と
思
う

が
、
今
後
の
修
繕
予
定
は
。

ま
た
、
仮
に
工
事
を
行
う
場

合
、
閉
館
への
対
応
は
。

A
平
成
10
年
に
、
と
み
お

か
荘
は
開
設
さ
れ
て
か
ら
24

年
が
経
過
し
、
空
調
設
備
は

経
年
劣
化
に
よ
り
、
部
屋
の

一
部
で
は
冷
暖
房
の
効
き
が

低
下
し
て
い
る
。
市
内
の
高

齢
者
が
利
用
す
る
施
設
は
、

か
な
り
の
築
年
数
が
経
過
し

て
い
る
も
の
も
多
く
あ
り
、

施
設
の
修
繕
は
築
年
数
や
設

備
の
状
況
を
考
慮
し
、
適

宜
対
応
し
て
い
る
。
仮
に
工

事
を
行
う
場
合
は
、
利
用

者
に
事
前
に
説
明
し
、
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た

上
で
、
状
況
に
応
じ
た
対
応

を
し
てい
く
。

地
域
の
拠
点
と
し
て

学
校
施
設
の
活
用
を

Ｑ
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

社
会
が
進
む
中
、
地
域
に
身

近
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
建
っ
て

い
る
学
校
施
設
を
利
用
し
な

い
手
は
な
い
。
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
や
高
齢
者
施
設
等

と
複
合
化
し
て
活
用
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見

解
は
。

A
社
会
や
共
同
体
の
真
ん

中
に
は
常
に
学
校
が
あ
り
、
学

校
は
社
会
の
中
で
大
切
に
さ
れ
、

地
域
の
人
々
は
子
ど
も
た
ち
を

大
切
に
育
み
、
時
に
叱
っ
て
、

一
緒
に
あ
る
ほ
う
が
よ
い
と
思

う
。
学
校
の
複
合
化
は
、
社
会

の
成
り
立
ち
と
し
て
あ
る
べ
き

方
向
に
沿
って
い
る
と
感
じ
て
お

り
、
子
ど
も
た
ち
の
人
間
力
を

育
む
も
の
だ
と
考
え
る
。
学
校

の
施
設
は
80
年
以
上
使
用
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
更
新
時
期
を
待
た
ず
と
も
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
必
要

と
な
る
場
合
は
、
複
合
化
は
進

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
てい
る
。

Ｑ
令
和
4
年
12
月
16
日
に

開
催
さ
れ
た
「
環
境
調
査
研

修
所
で
実
施
予
定
の
実
証
事

業　
に
関
す
る
説
明
会
」を

も
って
事
業
を
開
始
す
る
判

断
で
は
な
い
と
い
う
理
解
で

よい
か
。
市
長
の
見
解
は
。

A
今
回
お
願
い
し
た
の
は
説

明
会
で
あ
り
、
市
民
の
理
解
な

し
に
本
事
業
は
実
施
で
き
な
い
こ

と
は
、
初
め
か
ら
言
って
い
る
。

市
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
、

併
せ
て
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

大
前
提
だ
と
繰
り
返
し
環
境
省

に
伝
え
て
き
た
。
除
去
土
壌
の

再
生
利
用
は
、
風
評
被
害
に
苦

し
む
福
島
県
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
安
全
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

全
国
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

環
境
省
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
実

証
事
業
を
通
じ
て
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
明
が
あ

った
の
で
、
説
明
会
の
開
催
を
了

承
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
って

事
業
開
始
と
は
思
ってい
な
い
。

環
境
調
査
研
修
所
で
実
施
予
定
の

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
環
境
影
響
と

環
境
再
生
事
業
、
実
証
事
業
につい
て

Ｑ
秋
津
駅
は
大
変
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ
る
駅
で
、
駅

周
辺
の
質
の
高
い
ま
ち
づ
く

り
や
魅
力
づ
く
り
は
、
所
沢

市
民
、
東
村
山
市
民
、
清
瀬

市
民
の
利
便
性
の
向
上
は
言

う
ま
で
も
な
く
、
本
市
の

P
R
や
付
近
で
行
わ
れ
て
い

る
北
秋
津
、
上
安
松
、
下
安

松
の
市
街
地
整
備
に
も
貢
献

で
き
る
。
3
市
に
ま
た
が
る

こ
と
を
デ
メ
リ
ッ
ト
で
は
な

く
、
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
、

今
後
の
施
策
を
展
開
し
て
も

らい
た
い
と
考
え
る
が
。

A
秋
津
駅
は
3
市
の
市
民

が
数
多
く
利
用
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
発
生
す
る

問
題
や
課
題
は
3
市
に
関
わ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ

の
た
め
、
広
域
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
具
体

的
な
動
き
は
な
い
が
、
引
き

続
き
、
必
要
に
応
じ
て
連
携

を
図
ってい
く
。

秋
津
駅
周
辺
の

　
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
や

魅
力
づ
く
り
を
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令和 5年（2023年）2月15日

市民クラブ
未来

松本　明信

日本共産党
矢作いづみ

至誠自民
クラブ
秋田　孝

自由民主党・
無所属の会
石原　昂

公明党
亀山　恭子

公明党
西沢　一郎

学校と保護者や地域の方々がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させることで、協力しながら子どもたちの豊かな成長を支え
「地域とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第47条の5）に基づいた仕組みです。

子
ど
も
た
ち
が
雑
木
林
に

　
親
し
み
を
感
じ
る
よ
う
な

仕
掛
け
を

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の

負
担
軽
減
を

Ｑ
現
状
で
も
国
民
健
康
保

険
税
は
高
く
て
支
払
え
な
い

方
が
多
い
。公
費
の
1
兆
円

投
入
に
よ
り
、均
等
割
、平

等
割
を
な
く
し
、国
民
健
康

保
険
税
の
負
担
を
協
会
け
ん

ぽ
並
み
に
し
てい
く
た
め
に
、

国
に
対
し
て
補
助
金
の
引
上

げ
を
求
め
る
意
見
書
を
上
げ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

A
国
民
健
康
保
険
制
度
へ

の
国
費
投
入
に
関
す
る
意
見

は
、
今
回
の
制
度
改
革
が
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
な
る
よ

う
、
全
国
市
長
会
を
通
じ
て

毎
年
3
，4
0
0
億
円
の
公

費
投
入
を
確
実
に
行
う
と
と

も
に
、
財
政
支
援
の
拡
充
と

財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ

と
を
国
に
要
望
し
て
き
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
国
民

健
康
保
険
制
度
の
安
定
運
営

に
必
要
な
財
政
支
援
な
ど
の

措
置
を
と
る
よ
う
、
国
に
求

め
てい
く
。

Ｑ
個
人
で
所
有
す
る
雑
木

林
の
維
持
管
理
に
対
し
て
、

行
政
の
支
援
策
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

A
樹
林
地
全
体
の
約
10
％

に
当
た
る
市
で
管
理
す
べき
樹

林
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
多

く
の
人
手
と
予
算
を
投
じ
て

維
持
管
理
に
努
め
てい
る
。
そ

の
お
よ
そ
9
倍
の
広
さ
と
な
る

民
有
地
を
、
い
か
に
適
正
に
維

持
管
理
し
て
も
ら
う
か
は
大

変
難
し
く
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
てい
る
。
ま
た
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

自
由
に
雑
木
林
を
訪
れ
、
自

然
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
守
って
い
く
こ
と
は
、
私

た
ち
大
人
の
使
命
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィア
に
よ
る
維
持
管

理
の
手
法
や
伐
採
木
の
チ
ッ
プ

化
に
よ
る
収
入
の
手
立
て
な
ど
、

民
有
地
の
効
果
的
な
維
持
管

理
支
援
策
は
、
み
ど
り
の
審

議
会
な
ど
専
門
家
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
てい
く
。

Ｑ
現
在
、
市
役
所
8
階
食

堂
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
が
、

ス
タ
ー
バック
ス
や
ド
ト
ー
ル

な
ど
、
カ
フェチェー
ン
を
誘

致
し
て
は
ど
う
か
。

A
市
役
所
8
階
の
食
堂

跡
は
、
市
民
も
利
用
可
能
な

休
憩
場
所
や
職
員
の
打
合
せ

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
今
年
度

は
暫
定
的
に
利
用
し
て
お
り
、

今
後
の
活
用
方
法
を
関
係
部

署
と
検
討
し
て
い
る
。
市
役

所
は
航
空
公
園
駅
か
ら
も
近

く
、
航
空
記
念
公
園
や
所
沢

図
書
館
、
市
民
文
化
セ
ン
タ

ー
ミュー
ズ
な
ど
、
近
く
に
は

人
が
集
ま
る
様
々
な
施
設
が

あ
り
、
そ
こ
に
導
線
を
引
く

こ
と
で
、
複
合
的
に
楽
し
め

る
空
間
を
作
り
出
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。
現
在
は
今
後
の

活
用
の
方
向
性
を
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
を
視
野
に
入
れ
、
検

討
を
進
め
てい
く
。

市
役
所
を
所
沢
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

　
（
目
印
）
と
す
る
た
め
に

8
階
食
堂
跡
の
有
効
活
用
を

Ｑ
保
育
の
需
要
を
反
映
し

た
施
設
整
備
を
行
う
に
は
、

人
口
推
計
を
把
握
す
る
部

局
や
、
開
発
を
許
可
す
る

部
局
が
情
報
連
携
し
た
上

で
、
事
業
を
決
定
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

副
市
長
の
見
解
は
。

A
今
ま
で
は
1
つの
部
局
で

解
決
で
き
て
い
た
も
の
が
、
複

雑
多
様
化
す
る
行
政
課
題
が

増
加
し
て
い
く
中
で
、
複
数
の

部
局
で
情
報
共
有
や
連
携
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
案
が

増
え
て
お
り
、
現
在
は
横
断
的

に
対
応
し
て
い
る
。
保
育
施
設

の
需
要
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
様
々
な
数
値
を
深

く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
ど

も
未
来
部
を
中
心
に
、
人
口

動
態
を
所
管
す
る
経
営
企
画

部
や
建
設
部
、
街
づ
く
り
計
画

部
、
そ
し
て
教
育
委
員
会
の
考

え
も
あ
る
の
で
、
情
報
共
有
、

連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
よ

う
、
改
め
て
指
示
を
し
てい
く
。

ま
ち
の
未
来
図
か
ら
考
え
た

子
育
て
支
援
施
設
の
整
備
を

Ｑ
子
宮
頸
が
ん
検
診
の
受

診
率
向
上
と
女
性
の
健
康
の

た
め
に
、
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

有
無
を
自
宅
で
調
べ
ら
れ
る

簡
易
キ
ット
を
無
料
配
布
で

き
な
い
か
。

A
簡
易
キ
ッ
ト
、
い
わ
ゆ

る
自
己
検
査
キ
ッ
ト
は
、
自

宅
で
本
人
が
検
体
を
採
取
し
、

検
査
機
関
に
郵
送
す
る
こ
と

で
、
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と

な
る
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
有
無

を
検
査
す
る
も
の
で
あ
る
。

仕
事
や
家
事
で
忙
し
い
、
ど

の
よ
う
な
検
査
を
す
る
の
か

分
か
ら
ず
不
安
だ
と
い
っ
た

理
由
で
検
診
を
敬
遠
し
て
い

る
方
で
も
気
軽
に
検
査
で
き

る
利
点
が
あ
る
。
子
宮
頸
が

ん
の
早
期
発
見
と
併
せ
て
、

定
期
的
な
受
診
や
早
期
治
療

の
きっか
け
に
な
る
な
ど
の
効

果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

自
己
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
検

査
は
、
令
和
5
年
度
に
試
行

的
に
導
入
す
る
予
定
で
あ
る
。

子
宮
頸
が
ん
検
診
の

受
診
率
の
向
上
を

Ｑ
保
護
者
や
地
域
住
民
の

声
を
直
接
反
映
さ
せ
、
教
育

委
員
会
や
校
長
と
責
任
を
分

か
ち
合
い
な
が
ら
学
校
運
営
に

関
わ
って
い
く
こ
と
で
、
地
域

に
開
か
れ
た
、
地
域
に
支
え
ら

れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
す
学

校
運
営
協
議
会
制
度
を
導
入

し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
、

教
育
長
の
見
解
は
。

A
学
校
運
営
協
議
会
制
度

が
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
の
連

携
につ
な
が
る
も
の
と
の
認
識
が

あ
り
つつ
も
、
教
職
員
の
任
用

や
予
算
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

導
入
に
関
し
て
は
学
校
運
営
上

に
支
障
が
な
い
か
近
隣
市
の
状

況
を
見
な
が
ら
慎
重
に
判
断
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
子

ど
も
た
ち
に
「
生
き
て
働
く
力
」

を
育
成
す
る
た
め
に
、
様
々
な

学
校
課
題
の
解
決
手
段
と
し
て
、

全
国
で
も
本
制
度
の
実
績
が
認

め
ら
れ
、
本
市
で
も
有
効
だ
と

判
断
し
、
令
和
5
年
度
よ
り
段

階
的
に
導
入
す
る
こ
と
に
し
た
。

学
校
運
営
協
議
会
制
度　
の

導
入
を
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第 205 号

公明党
川辺　浩直

至誠自民
クラブ
浅野美恵子

至誠自民
クラブ
荻野　泰男

ところざわ
市民会議
島田　一隆

至誠自民
クラブ
杉田　忠彦

自由民主党・
無所属の会
佐野　允彦

Ｑ
国
か
ら
も
、
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
、

プ
ロ
パン
ガ
ス
料
金
上
昇
に

対
す
る
負
担
軽
減
支
援
策

が
で
き
る
こ
と
が
明
確
に
示

さ
れ
て
い
る
。
市
の
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
、
プ
ロ
パン

ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
4
万

5
，0
0
0
世
帯
への
支
援

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

A
こ
の
1
年
間
で
都
市
ガ
ス

料
金
は
家
庭
向
け
が
約
4
割
、

工
業
向
け
が
約
8
割
上
昇
す
る

一
方
で
、
家
庭
向
け
の
プロパン

ガ
ス
料
金
は
約
1
割
の
値
上
が

り
に
と
ど
まって
お
り
、
今
後
も

大
き
な
価
格
上
昇
は
見
込
ま
れ

て
い
な
い
。
そ
う
し
た
理
由
か

ら
、
国
で
は
直
接
的
な
負
担
軽

減
を
見
送
り
、
プロパン
ガ
ス
事

業
者
の
コ
ス
ト
低
減
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
中
長
期
的
な
価
格

上
昇
の
抑
制
を
図
って
い
く
方

針
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
考
慮
し
て
、
本
市
と
し
て

は
国
の
動
向
を
見
守
ってい
く
。

プ
ロパン
ガ
ス
を
使
用
し
てい
る

世
帯
への
支
援
を

郷
土
資
料
を

　
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め

収
蔵
施
設
の
整
備
を

Ｑ
所
沢
市
郷
土
資
料
等
収

蔵
施
設
の
整
備
に
向
け
た
検

討
を
進
め
てい
る
と
の
こ
と
だ

が
、
教
育
長
の
意
気
込
み
は
。

A
所
沢
に
は
多
く
の
文
化

財
や
郷
土
資
料
が
残
さ
れ
て
お

り
、
所
沢
に
し
か
な
い
も
の
、

誇
る
べ
き
重
要
な
も
の
が
数
多

く
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
、

個
々
に
散
ら
ば
る
よ
う
に
存
在

し
、
そ
れ
ら
を
保
存
し
て
活
用

す
る
た
め
の
収
蔵
施
設
が
少
な

い
た
め
、
市
民
に
十
分
紹
介
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
ふ

る
さ
と
所
沢
の
大
切
な
資
料
が

劣
化
し
、
失
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
現
状
を
考
え
る
と
、
こ
れ

ら
を
集
約
し
て
後
世
に
伝
え
て

い
く
た
め
の
施
設
整
備
は
喫
緊

の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

一
方
で
、
財
政
的
に
厳
し
い
状

況
の
中
で
整
備
を
進
め
る
こ
と

はハ
ー
ド
ル
も
高
く
、
実
現
に

向
け
て
は
、
何
よ
り
市
民
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
と
機
運
の
醸
成
が

重
要
で
あ
る
と
感
じ
てい
る
。

Ｑ
マン
ション
な
ど
の
集
合

住
宅
で
電
気
自
動
車
用
の
充

電
設
備
の
設
置
を
促
進
す
る

た
め
、
本
市
と
し
て
管
理
組

合
等
に
対
す
る
情
報
提
供
や

意
向
調
査
な
ど
、
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
は
で
き
な
い

か
。A

マン
シ
ョン
等
で
の
電
気

自
動
車
用
の
充
電
設
備
の
設

置
に
対
し
て
は
国
の
補
助
制

度
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
スマ
ー
トハ
ウ
ス

化
推
進
補
助
金　
の
補
助

対
象
項
目
と
は
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
充
電
設
備
が
多
く

の
場
所
に
設
置
さ
れ
る
こ
と

は
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の

実
現
に
当
た
り
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
自
治
会
や
管
理
組
合

を
所
管
し
て
い
る
他
の
部
署

と
連
携
し
て
、
対
象
者
に
情

報
が
届
く
よ
う
積
極
的
に
周

知
啓
発
を
行
い
、
充
電
設
備

の
設
置
を
促
進
し
てい
く
。

電
気
自
動
車（
E
V
）の

普
及
促
進
を

Ｑ
文
化
歴
史
は
も
と
よ
り
、

イ
ベン
ト
や
飲
食
を
通
じ
て
市

内
外
の
人
が
楽
し
め
る
施
設
に

す
べき
と
考
え
る
が
、
教
育
長

の
見
解
は
。

A
秋
田
家
住
宅
は
、
織
物
産

業
で
栄
え
た
明
治
・
大
正
期
の
所

沢
を
代
表
す
る
建
物
で
あ
り
、
所

沢
の
町
場
の
発
展
に
欠
か
せ
な
かっ

た
織
物
に
関
係
し
た
大
規
模
な
商

家
で
あった
こ
と
、
銀
座
通
り
か
ら

東
川
ま
で
の
敷
地
全
体
が
残
ってい

る
こ
と
な
ど
、
当
時
の
所
沢
の
記

憶
を
後
世
の
人
に々
伝
え
てい
く
た

め
に
大
変
価
値
の
あ
る
建
造
物
で

あ
る
。
保
存
す
る
だ
け
で
は
、
そ

の
価
値
を
伝
え
てい
く
こ
と
は
難
し

く
、
活
用
が
大
切
だ
と
考
え
てい
る
。

市
民
が
そ
こ
に
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い

が
生
ま
れ
る
ス
ポ
ット
に
で
き
れ
ば
、

す
ば
ら
しい
こ
と
だ
と
思
う
。
整
備

と
活
用
に
当
たって
は
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
や
民
間
事
業
者

な
ど
の
知
恵
と
力
も
集
め
て
、
長

く
市
民
に
愛
し
て
も
ら
え
る
ラン
ド

マー
ク
に
な
る
こ
と
を
望
ん
でい
る
。

国
の
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る

秋
田
家
住
宅
の
有
効
的
な
活
用
を

Ｑ
本
市
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
も
、
開
智
学
園
の
教

育
方
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
見
解
は
。

A
開
智
学
園
は
、
本
市

で
初
め
て
の
私
立
の
小
・
中

学
校
と
な
る
た
め
、
開
校
後

の
学
校
運
営
や
教
育
方
法

な
ど
に
注
目
し
て
、
連
携
や

教
育
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

独
自
の
小
中
一
貫
の
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
異
学
年
学
級
の

仕
組
み
な
ど
は
、
本
市
の
小

中
連
携
を
推
進
す
る
上
で

示
唆
に
富
む
も
の
と
な
り
、

市
内
の
教
職
員
に
よ
い
刺
激

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
開
智
学
園
の
教

育
活
動
を
含
め
、
教
育
効

果
の
高
い
取
組
を
広
く
情
報

収
集
し
、
所
沢
の
教
育
が
よ

り
よ
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
研
究
し
てい
く
。

開
智
学
園
と
の
連
携
に
よ
り

所
沢
の
教
育
への
相
乗
効
果
を

Ｑ 

所
沢
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン

が
3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

ハ
ー
フ
の
部
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

部
に
出
場
し
た
。
私
は
マ
イ

ボ
ト
ル
を
持
た
ず
に
走った
が
、

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
た
ラ
ン

ナ
ー
は
、
給
水
に
か
な
り
時

間
が
か
か
って
い
た
よ
う
だ
っ

た
。
総
括
と
し
て
、
給
水
方

法
の
反
省
点
や
課
題
は
。

A
給
水
方
法
は
、
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
感
染
症
対
策
の
一

環
と
し
て
、
マ
イ
ボ
ト
ル
の
持

参
を
ラ
ン
ナ
ー
に
お
願
い
し
た
。

マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
参
し
て
紙
コ

ッ
プ
の
使
用
が
な
く
な
る
こ
と

で
、
ご
み
が
減
り
、
環
境
に

配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
ラ
ン

ナ
ー
か
ら
は
従
来
ど
お
り
紙
コ

ッ
プ
で
の
給
水
を
求
め
る
声
も

多
く
、
不
便
を
か
け
た
こ
と

か
ら
、
今
後
は
環
境
に
配
慮

し
つつ
も
、
ラ
ン
ナ
ー
が
快
適

に
給
水
で
き
る
よ
う
な
方
法

を
検
討
し
てい
く
。

所
沢
シ
テ
ィマ
ラ
ソ
ン
の
総
括

給
水
方
法
の
再
検
討
を

更なる再生可能エネルギーの普及を図るため、自ら居住する市内の住宅に、創エネ・蓄エネ機器を導入する市民に対して経費の一部を
補助しています。

き
っ
き
ん
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市民クラブ
未来

青木　利幸

ところざわ
市民会議
天野　敦

市民クラブ
未来

越阪部征衛

日本共産党
小林　澄子

ところざわ
市民会議
石本　亮三

日本共産党
平井　明美

Ｑ
新
所
沢
4
号
踏
切
内
の

道
路
と
踏
切
か
ら
岩
岡
町

交
差
点
ま
で
の
道
路
が
大

変
危
険
で
あ
り
、
拡
幅
を

で
き
な
い
か
。

A
西
武
新
宿
線
新
所
沢
4

号
踏
切
内
の
道
路
を
拡
幅
で
き

な
い
た
め
、
様
々
な
安
全
対
策

を
行ってい
る
が
、
踏
切
の
交
通

安
全
を
抜
本
的
に
解
消
す
べく
、

北
野
下
富
線
立
体
交
差
事
業
は

実
施
段
階
の
設
計
に
着
手
し
た

と
こ
ろ
で
、
用
地
取
得
を
進
め
、

早
期
に
工
事
に
着
手
し
てい
く
。

今
後
も
、
渋
滞
が
発
生
す
る
時

間
帯
の
状
況
を
確
認
し
、
安
全

で
円
滑
に
通
行
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
を
考
慮
し
な
が
ら
、
警
察

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

踏
切
か
ら
岩
岡
町
交
差
点
ま
で

は
家
屋
がつ
な
がって
お
り
、
早

期
の
拡
幅
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
、
北
野
下
富
線
の
全

線
開
通
を
目
指
し
て
事
業
を
推

進
し
てい
く
。

北
野
下
富
線
の
全
線
開
通
を
目
指
し

安
全
対
策
を

コロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け
た

飲
食
店
に
助
成
を

Ｑ
市
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、

多
く
の
人
に
興
味
を
持
って

も
ら
え
る
よ
う
な
市
内
の
飲

食
店
マッ
プ
を
作
成
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
る
が
。

A
飲
食
店
マ
ッ
プ
は
、
こ

れ
ま
で
地
域
の
飲
食
店
を
中

心
と
し
た
実
行
委
員
会
に
よ

り
、
掲
載
料
や
協
賛
金
な
ど

を
募
って
作
成
さ
れ
た
、
新

所
沢
駅
周
辺
の「
S
h
i
n

p
o
」
や
所
沢
駅
周
辺
の

「
ト
コ
ト
コ
マ
ッ
プ
」
な
ど
が

あ
る
。
市
で
は
、
こ
の
よ
う

な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

所
沢
市
商
業
経
営
者
グ
ル
ー

プ
研
究
事
業
補
助
金　
で

事
業
費
の
一
部
を
補
助
し
た

実
績
が
あ
り
、
今
後
も
飲
食

店
マ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
事
業

者
自
ら
が
地
域
の
活
性
化
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む

活
動
を
応
援
す
る
た
め
、
効

果
的
な
支
援
方
法
を
検
討
し
、

サ
ポ
ー
ト
し
てい
く
。

Ｑ
身
近
に
図
書
館
を
、
そ

し
て
読
書
の
す
す
め
と
し
て
、

小
さ
な
街
角
図
書
館
を
た
く

さ
ん
作
る
こ
と
に
よ
って
、
大

人
や
親
が
本
を
読
め
る
環
境

づ
く
り
が
で
き
ない
か
。

A
ス
マ
ー
ト
フ
ォン
を
使
って

メ
デ
ィア
や
S
N
S
な
ど
の
情
報

を
簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

る
現
在
、
活
字
離
れ
に
よ
る
読

書
文
化
の
衰
退
が
人
々
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
懸
念
さ

れ
る
中
、
所
沢
図
書
館
で
は
学

校
や
高
齢
者
施
設
に
本
の
団
体

貸
出
の
実
施
や
、
最
寄
り
の
コン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
図
書
を
借

り
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充
し
、

身
近
に
本
の
あ
る
環
境
を
創
出
す

る
よ
う
努
め
て
い
る
。
町
内
会
や

病
院
、
商
店
な
ど
の
町
中
に
小
さ

な
本
棚
を
つ
く
って
い
く
街
角
図

書
館
と
い
う
取
組
は
、
誰
で
も
身

近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
本
を
読
ん

だ
り
、
あ
る
い
は
自
宅
に
あ
る
本

を
提
供
し
た
り
と
、
本
を
介
し
て

人
と
人
と
の
交
流
が
育
ま
れ
る
場

に
も
な
り
、
大
人
の
読
書
推
進
に

つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
てい
る
。

読
書
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め

街
角
図
書
館
の
整
備
を

新たなビジョンや経営感覚をもった商業経営者を育成・支援し、市内商業のさらなる発展を図るため、商業経営者グループの研究活動費に
対して費用の一部を補助しています。

Ｑ
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の

無
償
化
を
進
め
る
自
治
体

が
多
く
な
って
お
り
、
県
内

で
は
63
市
町
村
の
う
ち
27

自
治
体
、
近
隣
で
は
飯
能

市
が
令
和
4
年
4
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
。
社
会
保
障

制
度
の
公
平
性
の
た
め
に
も
、

国
の
責
任
で
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
を
つ
く
る
べ
き

で
あ
り
、
国
や
県
に
支
援
を

求
め
る
意
見
書
を
上
げ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
。

A
子
ど
も
医
療
費
助
成

事
業
は
、
18
歳
ま
で
無
償

化
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、

未
就
学
児
を
優
先
的
に
、

国
に
よ
る
全
国
一
律
の
制
度

と
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
の
認
識
の
も
と
、
本
市

と
し
て
こ
れ
ま
で
も
要
望
し

て
い
る
。
ま
た
、
全
国
市
長

会
で
も
、
令
和
4
年
度
の

提
言
の
中
で
、
国
に
よ
る
全

国
一
律
の
保
障
制
度
の
創
設

を
要
請
し
てい
る
。

18
歳
ま
で
の医

療
費
の
無
償
化
を

投
票
率
向
上
の
た
め

若
い
世
代
への
投
票
喚
起
を

Ｑ
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、

突
然
、
解
散
総
選
挙
に
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
無
理
だ
と

思
う
が
、
事
前
に
日
程
が
決

ま
って
い
る
選
挙
の
投
票
立

会
人
は
、
若
い
世
代
の
投
票

を
喚
起
す
る
た
め
に
も
、
若

年
層
を
中
心
と
し
た
公
募
を

検
討
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
若
い
世
代
の
投
票
立
会

人
の
公
募
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に

よ
り
実
施
で
き
て
い
な
い
も

の
も
多
い
が
、
所
沢
市
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、

新
成
人
への
呼
び
か
け
や
チ

ラ
シ
の
配
布
を
通
し
て
、
投

票
立
会
人
を
募
っ
て
お
り
、

令
和
4
年
7
月
の
参
議
院
議

員
選
挙
の
期
日
前
投
票
で
は
、

30
歳
以
下
の
若
年
層
11
人
に

投
票
立
会
人
を
お
願
い
し
た
。

今
後
も
、
推
進
協
議
会
と
連

携
を
進
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
見

な
が
ら
実
施
し
てい
く
。

Ｑ
市
長
が
個
人
で
参
加
し

た
とい
う「
ピ
ー
スロー
ド
」は
、

旧
統
一
教
会
の
ダ
ミ
ー
団
体

で
あ
る
天
宙
平
和
連
合
の
プロ

ジ
ェク
ト
だ
が
、
そ
の
認
識
が

あった
の
か
。
令
和
4
年
9
月

定
例
会
で
、
今
後
の
参
加
は

「
そ
の
時
々
で
判
断
す
る
も
の
」

と
答
弁
し
てい
た
が
、
そ
の
後

の
市
長
の
見
解
は
。

A
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

知
る
と
こ
ろ
に
な
い
。
今
後
の

参
加
につい
て
、
憲
法
に
保
障

さ
れ
てい
る
信
教
の
自
由
、
思

想
信
条
の
自
由
も
あ
り
、
様
々

な
立
場
の
方
の
人
権
に
関
わ
る

こ
と
な
の
で
、
簡
単
に
判
断
す

る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
に
対

し
て
善
悪
を
そ
う
簡
単
に
決

め
つ
け
て
は
い
け
な
い
と
考
え

て
い
る
。
私
は
、
様
々
な
こ
と

を
考
慮
し
、
様
々
な
立
場
に

置
か
れ
て
い
る
方
の
こ
と
を
考

え
、
慎
み
を
も
って
発
言
し
て

き
た
つ
も
り
で
あ
り
、
今
後

も
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。

旧
統
一
教
会
の
市
長
の
見
解
は
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ギ カ イ レポート

主権者教育の一環として、未来を担う高校生がどのように模擬
議会を体験しているのか知ることができました。高校生議会の様
子は伊勢市議会公式YouTubeチャンネルで公開しており、画期
的な取組と感じました。

議会だよりの表紙に「高校の文化部生徒の作品」を採用すると
ともに、高校生に向けたアンケートも掲載しており、高校生との
交流を活発に行っていました。若年層に向けた広聴広報活動や
市民に開かれた議会を目指す上で大変参考になりました。

10/25
10/26

行政視察

11/18 とこにしカフェ

委員長のひとこと

伊
勢
市

八
尾
市

開かれた議会でつくる未来
《視察報告》

《当日の様子》

広聴
広報

三重県伊勢市「高校生議会」 大阪府八尾市 「市議会×高校生プロジェクト」
 「Meet＆Greet with 八尾市議会2019」

ࠚࡈࠞߒߦߎߣ
ޯᚲᴛߩᧂ᧪ޯ߁ࠈ⺆ߢࡀࡦࡎࠍ

高校生の皆さんに政治に関心を

持ってもらい、議会を身近に感じて

もらえるよう、所沢高校に引き続き、

所沢西高校と広聴広報委員会で

意見交換を行いました。

政治経済を選択する3年生の34人が参加 !
カフェの中では大石議長に生徒代表から通学路の
安全対策に関する要望書の提出がありました。
要望書は藤本市長にしっかりと手渡しました。

普段から生活に
関わる問題意識
を持っていると
感じました。

様々な方面に
関心を向けて
いることが分
かりました。

所沢市のことを
よく考えていて
将来が楽しみ
です。

若い世代と一緒
に頑張っていき
たいと改めて思
いました。

様々 な分野の質
問をいただき、
とても深い議論
ができました。

意見交換を通じ
て、議員の活動
を知ってもらえ
てよかったです。

浅野 美恵子

亀山 恭子

小林 澄子

越阪部 征衛

佐野 允彦

大石 健一
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令和 5年（2023年）2月15日

参加者参加者

委員委員

委員

Q
A

委員

Q

11/16 11/19

・屋内運動場などの施設のLED化を早急に
進めてほしい
・手話通訳者のいる介護施設が増えるように
尽力してほしい
・通年会期制を導入した場合の効果の検証や
市民への説明会を開催してほしい

・リサイクル品と燃やせるごみの区別をはっきり
とさせてほしい
・西所沢駅西口改札口の開設を進めてほしい
・多摩都市モノレールの延伸構想に積極的に
関わってほしい

新所沢パルコは障害をお持ちの方の利用も多い
ので、別の商業施設が入ったとしても、だれも
が使いやすい店舗にしてほしい。

新所沢駅周辺のまちづくりの将来像と市が現状
把握をきちんとすべきということをしっかりと提言
すべきだ。

市民の声を聴く議会
報告

《意見・要望》

《会議録》

人が集う場所＝新所沢新所沢
駅周辺

新所沢パルコの営業終了による影響が懸念される新所沢駅周辺の商業振興、都市計画、公共交通ネットワーク、
公民連携の調査を重ねてきた中で、委員会として提言を行うことを決定しました。

市長、副市長から現時点での市の考えについて説明を受けました。

新所沢パルコの営業終了に伴う新所沢駅周辺のまちづくり

所沢市の魅力アップは所沢駅を
中心に行われているかのように見
えるが、所沢駅周辺の一極集中
にならないために、どのように新
所沢の活気を維持していくのか。

新所沢パルコの営業終了に伴
い、様々な影響が懸念されてい
るなかで、改めて市長が描く
新所沢地区の将来像はどのよう
なものなのか。

新所沢はまちとしてきちんとできていると思
いますが、それでも駅前の商業施設は撤
退させてはいけないと思います。まちの
方 と々ともに駅前をどうすべきかを行動で
示し、是正していかなくてはならないと考
えています。

新所沢への思いは一番強く、できる限りの
ことはきちんとやり、文化的でおしゃれで、
生活ができ、みどり豊かで、これまで住ん
でよかった、これからも住んでいきたいと思
える地域にするため、総合力を使って、力
を入れていきたいと思います。

藤本市長

10/27
11/21
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委員

Q

環境
クリーン部

A

誰もが学べる機会を

不登校や病気等で長期欠席している児童に
ICTを活用したオンライン授業を行ったり、対
面による学習機会の提供が行われたりしてい
ました。オンラインを通じた社会的自立を目
指す取組は始まったばかりですが、通学でき
ない児童への学習機会の保障に効果がある
と感じ、大変参考になりました。

宇都宮市ではLRT　を
整備することで、人の
流れを変え、渋滞の緩
和や効率的な移動方法
の仕組みを考えており、
公共交通ネットワークと
地域内交通の取組は大
変参考になりました。

《視察報告》

行政視察

市民
文教

委員長のひとこと

委員長のひとこと

11/7

議会モニター制度の詳細を聞き、「市民の視点
から改善につながったものもあるが、今後は廃止
を考えている」といった説明があり、導入の検討
に当たり有意義な視察になりました。

議会運営委員会で協議されている「通年会期
制の在り方等の妥当性について」を政策研究
審議会に諮問し、答申を受けました。

上
越
市

平成25年から通年会期制を導入した柏崎市議会
では、契約執行や、市民からの請願、国等への
意見書の審議のあり方など、通年会期制をスムー
ズに進めている運営に学ぶことが多くありました。

柏
崎
市

ずっと住みたいまちをつくる建設
環境

「Light Rail Transit（ライト・レール・トランジット）」の略称で、次世代型の交通システムのことを指します。路面電車と鉄道の間のような、
路面電車の機能をより高度化した利便性の高い乗り物です。

埼玉県さいたま市「不登校等児童生徒支援センター」

よりよい議会を目指して
《政策研究審議会》《視察報告》

《視察報告》《会議録》

行政視察

議会
運営

委員長のひとこと

新潟県上越市　「議会改革の取組」
新潟県柏崎市　「通年会期制」

栃木県宇都宮市　
　　　　「公共交通ネットワーク」

11/10
11/11

政策研究審議会11/28
12/19

審議会委員

扇原　淳　　会長　　角田　正史　　委員
廣瀬　克哉　委員　　西久保　正一　委員

廃棄物の減量・資源の循環とごみ有料化11/15 行政視察

ごみ有料化の話があることを知らない市民が多くいる。
ごみ排出量の目標値を達成しないと有料化にせざるを
得ない状況であることを伝えるべきでは。

ごみ有料化は政策決定をしていませんので、あくまでも
減量施策の一つとして検討を重ねている状況です。今
年度は一般廃棄物処理基本計画の改訂に向けて、審
議会からご意見をいただいている中で、今後のごみ有
料化実施の是非についてもご意見をいただいている状
況です。

11/17
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期日前投票所の増設を
検討したと思うが、他
市では駅の自由通路に
開設した例がある。本市
で開設できない理由は。

委員

Q
選挙管理
委員会

A
所沢駅構内のトコニワなどは、階段を使わないと
上がることができない施設になります。また、駅構
内には鉄道の利用客として一度改札に入らないと
いけないため、投票所とするのは難しいものです。
ワルツ所沢はイベントスペースのため、柱の位置や
面積、また、選挙が不規則に生じた場合には対応
が難しいといった理由が挙げられます。

基調講演
「シティプロモーションに
よる地域経済活性化」

第１部

所沢ブランドを世界へ !
《会議録》

詳細はコチラ⬆

期日前投票所の増設

総務
経済
11/24

政策討論会11/27
所沢ブランドを知っていますか

りょく

による地域経済活性化所 沢 ブ ラ ン ド 力
シティプロモーション

テーマ

＼あふれる魅力／
所沢ブランド特産品

教授  河井  孝仁 さん
たか よしかわ い

東海大学 文化社会学部
広報メディア学科

中村  太

委員長
亀山  恭子

副委員長
島田  一隆

所沢市の魅力は自然
豊かで住宅環境がよ
いところ。ダイオキシン
問題など辛い歴史を
乗り越えて、今がある。

所沢ブランドとして、
核となるものが必ずし
も必要ではなく、所沢
らしさというのは様々な
形があると思う。

平井  明美

福原  浩昭 大舘  隆行

中  毅志

商売をされる方、行政、議会などが
それぞれ違う立場の中で、役割分担
を明確にして進んでいくことが重要だ
と思う。

地域の垣根を越えたフェスが多くの参
加者で賑わいをみせており、自己実現
を含めた、まちづくりに対する善意を
持った人が増えていると感じる。

本市はベットタウンとして発展してきた
が、今後は観光や農業、移住希望者
など、目的や対象によって異なる対応
をしていく必要がある。

所沢には街もあるが緑もある。その
空間をうまく融合し、その場所でしか
味わえないことを構築していくのもおも
しろい。

住んでみて知った所沢
の特産品がたくさんあ
るが、それを知らない
市民が多い。周知して
いくことで雇用の広が
りにつながるのでは。

第２部
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発
行
…
所
沢
市
議
会
／
編
集
…
広
聴
広
報
委
員
会

連
絡
先
…
議
会
事
務
局
（
0
4‐2
9
9
8‐9
2
5
6
）

〒
3
5
9‐8
5
0
1　
埼
玉
県
所
沢
市
並
木
一
丁
目
1
番
地
の
1

　
と
て
も
寒
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

家
に
こ
も
り
が
ち

で
す
が
、
体
を
動

か
す
の
も
健
康
への
第
一
歩
。
私
も

積
極
的
に
街
を
散
策
し
て
お
り
ま
す
。

（
天
野
）

　
T
V
番
組
で
新
年
の
事
を
聞
か
れ

た
T
モ
リ
さ
ん
は
『
新
し
い
戦
前
の

は
じ
ま
り
』
と
即
答
さ
れ
た
。
鋭
い

警
鐘
発
言
。
ず
っと
戦
後
で
あ
って

ほ
しい
。　
　
　
　
　
　
　
（
小
林
）

　
最
近
、
胸
が
ど
き
ど
き
し
ま
す
。

年
齢
的
に
動
悸
息
切
れ
で
は
な
い
で

し
ょう
。
私
に
も
春
が
来
ま
す
よ
う
に
。

　（
佐
野
）

広
聴
広
報
委
員
会

　
◎
浅
野
美
恵
子　
　
末
吉
美
帆
子

　
〇
小
林　
澄
子　
　
亀
山　
恭
子

　
　
天
野　
　
敦　
　
谷
口　
雅
典

　
　
佐
野　
允
彦　
　
福
原　
浩
昭

　
　
石
原　
　
昂　
　
松
本　
明
信

　
　
平
井　
明
美　
　
越
阪
部
征
衛

　
◎
…
委
員
長　
〇
…
副
委
員
長

議員たちの・・・

冬

■
フ
ル
ー
ト
を
始
め
た
き
っか
け
は

　

一
居　
小
学
3
年
生
の
と
き
、
音
楽

の
教
科
書
に
載
って
い
た
フ
ル
ー
テ
ィ
ス

ト
の
山
形
由
美
さ
ん
の
写
真
を
見
て
、

楽
器
が
綺
麗
で
、
ド
レ
ス
が
可
愛
い
と
感

じ
た
こ
と
が
き
っか
け
で
す
。

　

尾
島　
父
が
音
楽
好
き
で
、
私
に
も

音
楽
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
希
望
か

ら
、
名
前
に
は
「
歌
」
と
い
う
漢
字
が

入
って
い
ま
す
。
そ
の
父
の
影
響
で
幼
い

頃
か
ら
楽
器
を
習
って
い
ま
し
た
が
、
フ

ル
ー
ト
を
始
め
た
の
は
、
近
所
に
住
ん
で

い
た
憧
れ
の
お
姉
さ
ん
に
感
銘
を
受
け

た
こ
と
が
き
っか
け
で
す
。

■「
音
楽
の
あ
る
ま
ち
所
沢
」
の
印
象
は

　

一
居　
実
は
、
今
回
の
議
場
コ
ン
サ
ー

ト
で
尾
島
さ
ん
と
は
「
は
じ
め
ま
し
て
」

で
し
た
。
所
沢
に
住
ん
で
い
る
音
楽
家

と
知
り
合
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き

て
、
そ
こ
か
ら
次
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
つ

な
が
り
、
所
沢
で
気
軽
に
演
奏
で
き
る

場
所
が
作
れ
た
ら
いい
な
と
思
い
ま
す
。

　

尾
島　
講
師
を
し
て
い
て
思
った
の
は
、

所
沢
は
音
楽
に
優
し
い
ま
ち
と
い
う
こ
と

で
す
。
ミュー
ズ
と
い
う
立
派
な
施
設
で

学
生
た
ち
の
合
唱
コン
ク
ー
ル
が
で
き
る

の
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
目
標
は

　

一
居　
ご
縁
が
あ
った
方
と
仕
事
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
東
京
で
活
動
す
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
カ
ッ
プ
ル
限
定
の
演
奏
会
や
こ
ど

も
の
日
に
は
子
ど
も
向
け
の
イ
ベン
ト
を

や
って
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
機
会
が
所

沢
で
も
あ
った
ら
いい
な
と
思
い
ま
す
。

　

尾
島　
も
っと
所
沢
で
活
動
し
た
い
で

す
ね
。
音
楽
は
楽
し
む
も
の
と
し
て
、

後
世
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
た
め
、
子

ど
も
た
ち
に
リ
ア
ル
な
音
楽
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
、
音
楽
を
や
って
み
た
い
、
音
楽

が
必
要
だ
と
思
って
も
ら
え
る
よ
う
な
活

動
を
し
てい
き
た
い
で
す
。

所沢市議会
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所沢から
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所沢市にゆかりのある、さまざまな分野で輝く人たちをご紹介

次の定例会は2月20日（月曜）から開催予定です。

一居　詠子さん
いち えい こい

所沢市在住。東京音楽大学卒、同大
学院科目等履修生修了。
これまでに紫園香、大友太郎、中川
昌三、細川順三、竹澤栄祐などの
各氏に師事。
現在はソロやアンサンブル（合奏）、
フルート講師として活動している。

尾島　由歌里さん
お ゆ か りじま

武蔵野音楽大学を経て尚美ミュージッ
クカレッジ専門学校ディプロマを修了。
これまでに萩原貴子、高木綾子の各氏
に師事。
現在は埼玉県立芸術総合高等学校の
非常勤講師、（株）ニュースター楽器
所沢教室にて後進の指導にあたる。

表紙の2人表紙の2人

議場コンサート議場コンサート


